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元
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君
提
出
中
曽
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康
弘
元
総
理
大
臣
の
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鉄
労
働
組
合
に
つ
い
て
の
発
言
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別

紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。
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衆
議
院
議
員
辻
元
清
美
君
提
出
中
曽
根
康
弘
元
総
理
大
臣
の
国
鉄
労
働
組
合
に
つ
い
て
の
発
言
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

�
に
つ
い
て

内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の
国
務
大
臣
、
国
会
議
員
等
の
公
務
員
が
、
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義
務
を
負
う
旨
は
、
憲
法

第
九
十
九
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

使
用
者
又
は
公
務
員
が
、
労
働
組
合
の
性
格
、
傾
向
又
は
従
来
の
運
動
方
針
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
、
特
定
の
労
働
組
合
に

対
し
不
合
理
な
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
仮
定
の
問
題
で
あ
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

な
お
、
日
本
国
有
鉄
道
の
改
革
は
、
日
本
国
有
鉄
道
改
革
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
一
条
が
定
め
る
よ

う
に
、
日
本
国
有
鉄
道
の
経
営
が
破
綻
し
、
公
共
企
業
体
に
よ
る
全
国
一
元
的
経
営
体
制
の
下
に
お
い
て
は
事
業
の
適
切
か

つ
健
全
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
事
態
に
対
処
し
て
、
効
率
的
な
経
営
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
行

一



わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
正
当
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

�
及
び
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
発
言
」
は
、
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
の
も
の
で
は
な
い
と
承
知
し
て
お
り
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
こ
と

は
差
し
控
え
た
い
。

二


